
JP 2015-201498 A5 2017.5.25

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成29年5月25日(2017.5.25)

【公開番号】特開2015-201498(P2015-201498A)
【公開日】平成27年11月12日(2015.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2015-070
【出願番号】特願2014-78251(P2014-78251)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/12     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月4日(2017.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰極と、
　陽極と、
　前記陰極と前記陽極との間に設けられ、駆動電圧が印加されることにより発光する発光
部とを有し、
　前記発光部は、前記陽極側から前記陰極側に積層された、第１の光を発光する第１の発
光層と、前記第１の光と異なる色の第２の光を発光する第２の発光層と、前記第２の光と
同色の第３の光を発光する第３の発光層とを備え、
　前記第１、第２および第３の発光層は、それぞれ、発光材料と、ホスト材料と、アシス
トドーパント材料とを含んで構成され、
　前記ホスト材料および前記アシストドーパント材料の一方は、電子輸送性の高い材料で
あり、他方は正孔輸送性の高い材料であり、
　前記第１、第２および第３の発光層に含まれる前記アシストドーパント材料の含有量を
、それぞれ、CAssist（EML１）、CAssist（EML２）およびCAssist（EML３）としたとき、
下記関係式（Ａ）を満足することを特徴とする発光素子。
　　　CAssist（EML１）≧CAssist（EML２）＞CAssist（EML３）≧０　・・・（Ａ）
【請求項２】
　前記ホスト材料が電子輸送性の高い材料であり、前記アシストドーパント材料が正孔輸
送性の高い材料である請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
　前記第１、第２および第３の発光層における正孔の移動度をμｈとし、電子の移動度を
μｅとしたとき、前記第１の発光層および前記第２の発光層において、下記関係式（１）
を満足する請求項２に記載の発光素子。
　　　０．０１≦μe/μh≦１００　・・・（１）
【請求項４】
　前記第３の発光層において、下記関係式（２）を満足する請求項３に記載の発光素子。
　　　μe/μh≧１００　　　　　　・・・（２）
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【請求項５】
　前記第２および第３の発光層の膜厚を、それぞれ、T（EML２）およびT（EML３）とした
とき、下記関係式（Ｂ）を満足する請求項１ないし４のいずれか１項に記載の発光素子。
　　　T（EML２）≦T（EML３）　・・・（Ｂ）
【請求項６】
　前記ホスト材料は、アセン系化合物である請求項１ないし５のいずれか１項に記載の発
光素子。
【請求項７】
　前記アシストドーパント材料は、アミン系化合物である請求項１ないし６のいずれか１
項に記載の発光素子。
【請求項８】
　前記アミン系材料は、下記式（４）で示される化合物である請求項７に記載の発光素子
。
【化１】

【請求項９】
　発光色として白色を発光するものである請求項１ないし８のいずれか１項に記載の発光
素子。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載の発光素子を備えることを特徴とする発光装置
。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の発光装置を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の表示装置を備えることを特徴とする電子機器。
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